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研究成果の概要： 

 南インド農村部における前回の調査から四半世紀を経過した今回の再調査の実施は、経済開

放政策後のインド農村の変容の実態を世帯レベルの調査から解明すると共に、そこでの変化の

意味を、19世紀後半から作成された数百村の土地台帳の分析によって、長期の広域の変化のな

かに位置づけた。 
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２０年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

年度    

  年度    

総 計 9,800,000 2,940,000 12,740,000 
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１．研究開始当初の背景 
 1990年代初頭からの経済開放政策の導入
後、インドは大きく経済成長を遂げ、製造業
はもちろん、ITを中心としたサービス産業の
躍進が喧伝されている。その一方で、農村に
ついては、1960-70年代の緑の革命期と比較
して研究が著しく減退し、農村部の変化につ
いてはわずかな情報しか伝えられない状況
となった。近年のインド農村研究では、解釈
中心の傾向が強まり、地道な現地調査が軽視
され、その結果、インド農村の実態や動向を
確実に分析しうる情報が手薄となったから
である。加えて、インドでの村落行政の簡素
化のあおりを受けて、従来村落記録を維持作
成してきた村落書記職が廃止された。その結

果、作物別作付面積や灌漑状況をはじめとす
る村落単位の基礎的な情報を得ることが極
めて困難になってきている。信頼性の高いデ
ータを研究者自身が収集し、蓄積していくこ
とが不可欠である。本研究は、1970－80年代
の調査を背景にして、今回の調査の実施は、
農村でどのような変化が生じ、それがインド
全体の経済変動とどのように連関している
かを明らかにしたいということが大きな動
機であった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、1979－82 年に実施した住み込
み調査の再調査を、１８６０年代からの当該
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地域の数百村にわたる土地台帳の電算機分
析と歴史地理情報システム分析（GIS）とに
結びつけ、１９世紀後半から現在に至る南イ
ンド農村社会の変化、とりわけ過去四半世紀
の変化を解明し、今後の動向を見定めること
を目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、次の三つの方法を組み合わせ
た。第 1は、前回調査をおこなった村につい
て現地での追跡実地調査の実施である。これ
により、土地所有規模構成、地主・小作・農
業労働者関係、カースト間関係、農外雇用、
国内外への移動、教育レベル、村落の生態環
境などについてのデータを収集した。第 2は、
この四半世紀の変化を、より長期的な変動と
結びつけるための、１８６０年代、９０年代、
１９２０年代の三つの時点の土地台帳分析
である。第 3は、これらの分析のための地理
情報システム（GIS）の応用である。 
 
 
４．研究成果 
 本研究により、過去30年間の当該農村地域

での変化に関し、都市と農村との連動性の

強まり、地下水や耕地、労働力などの村

内のリソースの頭打ち、村人の将来戦略

にとっての村外での経済活動の規定性の

強まり、近隣都市の急速な肥大化と連動

したライフスタイルの急速な変化、高等

教育施設の急速な拡大と村人の参加、海

外への移民活動と村人の生活の連結、村

内のカースト集団内および集団間の関係

の変化など、多くの現象を確認すること

ができた。 

GISに関しては、ラールグディ郡全域、およ

びタミルナード州全域のセンサス関係のデー

タを収集し、ベースマップと結びつけてＧＩ

Ｓ化を行った。土地台帳については、データ

のデバッグという作業を完了することができ

なかったが、それについては現在も継続中で

ある。 

これらの研究成果に関しては、いくつかの

論文として、あるいはインドや韓国における

インド関係の国際シンポジウムにおいて発表

することができた。また、さらに分析を深め

て、平成21年に実施予定の国際シンポジウム

および英文による出版を行う予定である。 
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